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(57)【要約】
【課題】画素部に入力されるデータのカラーが逆反転さ
れるようにデータを変換して提供することで、バッテリ
ーの使用時間を延長させる有機電界発光表示装置及びそ
の駆動方法を提供する。
【解決手段】走査線及びデータ線と接続された複数の画
素を含む画素部と、第１又は第２データの入力を受けて
対応するデータ信号を前記データ線に提供するデータ駆
動部と、前記データ駆動部を制御し、入力された第１デ
ータを供給するタイミング制御部と、前記タイミング制
御部から前記第１データの供給を受けてこれを前記第２
データに変換してデータ駆動部に伝達する変換部とが含
まれ、前記第２データは前記タイミング制御部から供給
される第１データがホワイト系列を表現する第１範囲及
びブラック系列を表現する第２範囲に該当するデジタル
ビット値を有する場合、それぞれカラーが逆反転されて
第２範囲及び第１範囲に該当するデータに変換される。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　走査線及びデータ線と接続された複数の画素を含む画素部と、
　第１データ又は第２データの入力を受けてこれに対応するデータ信号を前記データ線に
提供するデータ駆動部と、
　前記データ駆動部を制御し、外部から入力された第１データを供給するタイミング制御
部と、
　前記画素部乃至タイミング制御部に電源を供給する電源部と、
　前記タイミング制御部から前記第１データの供給を受けてこれを前記第２データに変換
してデータ駆動部に伝達する変換部と
が含まれ、
　前記第２データは前記タイミング制御部から供給される第１データがホワイト系列を表
現する第１範囲及びブラック系列を表現する第２範囲に該当するデジタルビット値を有す
る場合、これにそれぞれカラーが逆反転されてそれぞれ第２範囲及び第１範囲に該当する
デジタルビット値を有するデータに変換されたデータであることを特徴とする有機電界発
光表示装置。
【請求項２】
　前記電源部の残余容量が既に設定された基準値以下である場合、前記変換部の動作を開
始するようにするイネーブル信号を生成する電源容量検出部が更に含まれることを特徴と
する請求項１に記載の有機電界発光表示装置。
【請求項３】
　前記第１範囲及び第２範囲は、無彩色のカラー範囲に該当することを特徴とする請求項
１に記載の有機電界発光表示装置。
【請求項４】
　前記第１範囲に該当するデータは、２５５～２３０階調の光を発光するのに対応するデ
ジタルビット値を有するデータであることを特徴とする請求項１に記載の有機電界発光表
示装置。
【請求項５】
　前記第２範囲に該当するデータは、０～２５階調の光を発光するのに対応するデジタル
ビット値を有するデータであることを特徴とする請求項１に記載の有機電界発光表示装置
。
【請求項６】
　前記第１データが前記第１範囲及び第２範囲以外の範囲に該当する場合には第１データ
としてデータ駆動部に供給されることを特徴とする請求項１に記載の有機電界発光表示装
置。
【請求項７】
　請求項１に記載の有機電界発光表示装置の駆動方法において、
　前記変換部の動作を開始するイネーブル信号が生成される段階と、
　前記変換部の動作が開始すれば、前記タイミング制御部からデータ駆動部に供給される
第１データはタイミング制御部から変換部に供給される段階と、
　前記変換部によりタイミング制御部から供給される第１データが第２データに変換され
てデータ駆動部に供給される段階と
が含まれ、
　前記第２データは前記タイミング制御部から供給される第１データがホワイト系列を表
現する第１範囲及びブラック系列を表現する第２範囲に該当するデジタルビット値を有す
る場合、これにそれぞれカラーが逆反転されてそれぞれ第２範囲及び第１範囲に該当する
デジタルビット値を有するデータに変換されたデータであることを特徴とする有機電界発
光表示装置の駆動方法。
【請求項８】
　前記イネーブル信号は、有機電界発光表示装置に供給される電源の残余容量が既に設定



(3) JP 2010-170070 A 2010.8.5

10

20

30

40

50

された基準値以下である場合又はユーザの選択により生成されることを特徴とする請求項
７に記載の有機電界発光表示装置の駆動方法。
【請求項９】
　前記第１範囲及び第２範囲は、無彩色のカラー範囲に該当することを特徴とする請求項
７に記載の有機電界発光表示装置の駆動方法。
【請求項１０】
　前記第１範囲に該当するデータは、２５５～２３０階調の光を発光するのに対応するデ
ジタルビット値を有するデータであることを特徴とする請求項７に記載の有機電界発光表
示装置の駆動方法。
【請求項１１】
　前記第２範囲に該当するデータは、０～２５階調の光を発光するのに対応するデジタル
ビット値を有するデータであることを特徴とする請求項７に記載の有機電界発光表示装置
の駆動方法。
【請求項１２】
　前記第１データが前記第１範囲及び第２範囲以外の範囲に該当する場合には第１データ
としてデータ駆動部に供給されることを特徴とする請求項７に記載の有機電界発光表示装
置の駆動方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は有機電界発光表示装置及びその駆動方法に関し、特に、電源部の残余容量又は
ユーザの選択により表示部に入力されるデータのカラーが逆反転されて消費電力の低減を
実現する有機電界発光表示装置及びその駆動方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、ノートブック、ＰＤＡ（Ｐｅｒｓｏｎａｌ Ｄｉｇｉｔａｌ Ａｓｓｉｓｔａｎｔ
ｓ）、ＰＭＰ（Ｐｏｒｔａｂｌｅ Ｍｕｌｔｉｍｅｄｉａ Ｐｌａｙｅｒ）などのような携
帯用端末の急激な普及により多くの人々が携帯用端末を用いており、前記携帯用端末の携
帯性を向上させるために携帯用端末の小型化、スリム化、軽量化が持続的に進められてい
る。これにより、前記携帯用端末に装着される部品は小型化、半導体集積化されている。
【０００３】
　但し、このような携帯用端末の小型化傾向にも拘らず、前記携帯用端末に搭載される表
示部はユーザが見やすいように可能な限り画面の大型化が要求される。
【０００４】
　前記携帯用端末に搭載される表示部としては、フラットディスプレイ装置（Ｆｌａｔ 
Ｐａｎｅｌ Ｄｉｓｐｌａｙ）が用いられる。フラットディスプレイ装置は、既存のＣＲ
Ｔディスプレイ装置に比べて厚さが薄く、空間を少なく占め、電力消耗が少ないことから
、前記携帯用端末のディスプレイ条件を備えているといえる。
【０００５】
　また、前記携帯用端末の使用が普遍化するにつれ、携帯用端末ユーザは前記端末を別途
の充電なしに長時間用いることを重要視するようになった。
【０００６】
　これにより、近年は携帯用端末を長時間使用するために端末の使用時間を決定するバッ
テリー電源に関連して高容量バッテリーが開発されたり、端末内における電源の消費量を
最小化して電源を効率的に利用したりすることで、端末の使用時間を増加させることがで
きる多様な方法が提示されている。
【０００７】
　特に、携帯用端末内でなされる節電方法において、携帯用端末内でバッテリーの消費電
力の消耗が最も多い表示部、即ち、フラット表示装置に対する電源制御方法が広く利用さ
れている。
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【０００８】
　従来の場合、前記携帯用端末の表示部として液晶表示装置が主に用いられ、これにより
、前記液晶表示装置が表示部に採用された携帯用端末の消費電力の低減のために節電モー
ド時に液晶表示装置のバックライトをオフさせる方法が一般に用いられている。
【０００９】
　しかしながら、この場合、前記液晶表示装置は受光型素子としてバックライトの発光に
よってのみ所定の画像を表現できるため、バックライトをオフさせる場合、画像の実質的
な表現が不可能であるという短所がある。
【００１０】
　また、携帯用端末の表示部として主に用いられる液晶表示装置は、バックライトの発光
によってのみ画像を表現するようになり、液晶表示装置を通じてディスプレイされる画像
がブラックトーンである場合やホワイトトーンである場合に実質的な消費電力は同一にな
る。従って、結果的に消費電力の低減のためにはバックライトをオフさせざるを得ないと
いう限界がある。
【００１１】
　更に、前記液晶表示装置は受光型素子として必ずバックライトを備えなければならない
ところ、これは携帯用端末の小型化、スリム化、軽量化傾向に逆行するという短所がある
。
【先行技術文献】
【特許文献】
【００１２】
【特許文献１】大韓民国特許公開第２００６－００３９５６９号
【特許文献２】大韓民国特許公開第２００７－００２２５６３号
【特許文献３】特開２００１－２１５９３０号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１３】
　本発明は上記事情に鑑みてなされたものであって、残余容量によって残余容量が基準値
より少ない場合又はユーザの選択により画素部に入力されるデータのカラーが逆反転され
るようにデータを変換して提供することで、電源部、即ち、バッテリーの使用時間を延長
させる有機電界発光表示装置及びその駆動方法を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１４】
　上記目的を達成するために、本発明の一側面による有機電界発光表示装置は、走査線及
びデータ線と接続された複数の画素を含む画素部と、第１データ又は第２データの入力を
受けてこれに対応するデータ信号を前記データ線に提供するデータ駆動部と、前記データ
駆動部を制御し、外部から入力された第１データを供給するタイミング制御部と、前記画
素部乃至タイミング制御部に電源を供給する電源部と、前記タイミング制御部から前記第
１データの供給を受けてこれを前記第２データに変換してデータ駆動部に伝達する変換部
とが含まれ、前記第２データは前記タイミング制御部から供給される第１データがホワイ
ト系列を表現する第１範囲及びブラック系列を表現する第２範囲に該当するデジタルビッ
ト値を有する場合、これにそれぞれカラーが逆反転されてそれぞれ第２範囲及び第１範囲
に該当するデジタルビット値を有するデータに変換されたデータであることを特徴とする
。
【００１５】
　また、前記電源部の残余容量が既に設定された基準値以下である場合、前記変換部の動
作を開始するようにするイネーブル信号を生成する電源容量検出部が更に含まれることを
特徴とする。
【００１６】
　更に、前記第１範囲及び第２範囲は無彩色のカラー範囲に該当し、前記第１範囲に該当
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するデータは２５５～２３０階調の光を発光するのに対応するデジタルビット値を有する
データであり、前記第２範囲に該当するデータは０～２５階調の光を発光するのに対応す
るデジタルビット値を有するデータであることを特徴とする。
【００１７】
　また、前記第１データが前記第１範囲及び第２範囲以外の範囲に該当する場合には第１
データとしてデータ駆動部に供給されることを特徴とする。
【００１８】
　更に、本発明の他の側面による有機電界発光表示装置の駆動方法は、請求項１に記載の
有機電界発光表示装置の駆動方法において、前記変換部の動作を開始するイネーブル信号
が生成される段階と、前記変換部の動作が開始されると、前記タイミング制御部からデー
タ駆動部に供給される第１データはタイミング制御部から変換部に供給される段階と、前
記変換部によりタイミング制御部から供給される第１データが第２データに変換されてデ
ータ駆動部に供給される段階とが含まれ、前記第２データは前記タイミング制御部から供
給される第１データがホワイト系列を表現する第１範囲及びブラック系列を表現する第２
範囲に該当するデジタルビット値を有する場合、これにそれぞれカラーが逆反転されてそ
れぞれ第２範囲及び第１範囲に該当するデジタルビット値を有するデータに変換されたデ
ータであることを特徴とする。
【００１９】
　このとき、前記イネーブル信号は、有機電界発光表示装置に供給される電源の残余容量
が既に設定された基準値以下である場合又はユーザの選択により生成されることを特徴と
する。
【発明の効果】
【００２０】
　このような本発明によれば、電源部の残余容量によって残余容量が基準値より少ない場
合又はユーザの選択により画素部に入力されるデータのカラーが逆反転されるようにデー
タを変換して提供するという効果を奏する。これにより、消費電力を実質的に節約して有
機電界発光表示装置の電源部、即ち、バッテリーの使用時間を延長させるという長所があ
る。
【図面の簡単な説明】
【００２１】
【図１】本発明の実施形態による有機電界発光表示装置のブロック図である。
【図２】図１に示した画素部の一領域に対する断面図である。
【図３】本発明の実施形態による有機電界発光表示装置の駆動方法、即ち、消費電力の低
減方法を示す順序図である。
【発明を実施するための形態】
【００２２】
　以下、添付の図面を参照しつつ、本発明の実施形態を説明する。ここで、第１構成要素
と第２構成要素が連結されると説明するにあたり、第１構成要素は第２構成要素と直接連
結されてもよく、第３構成要素を介して第２構成要素と間接的に連結されてもよい。また
、本発明の完全な理解のための必須でない構成要素は明確性を図るために省略する。更に
、同一部分には同一符号を付す。
【００２３】
　図１は、本発明の実施形態による有機電界発光表示装置のブロック図である。
【００２４】
　図１を参照すれば、本発明の実施形態による有機電界発光表示装置は、走査線Ｓ１～Ｓ
ｎ及びデータ線Ｄ１～Ｄｍと接続された複数の画素４０を含む画素部３０、走査線Ｓ１～
Ｓｎを駆動するための走査駆動部１０、データ線Ｄ１～Ｄｍを駆動するためのデータ駆動
部２０、走査駆動部１０及びデータ駆動部２０を制御するためのタイミング制御部５０、
前記画素部３０乃至タイミング制御部５０に電源を供給する電源部６０を備える。このと
き、前記それぞれの画素４０は赤、緑、青色をそれぞれ発光する隣接する３つの画素が１
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つの単位ピクセルを構成する。
【００２５】
　タイミング制御部５０は、外部から供給される同期信号に対応してデータ駆動制御信号
及び走査駆動制御信号を生成する。タイミング制御部５０で生成されたデータ駆動制御信
号はデータ駆動部２０に供給され、走査駆動制御信号は走査駆動部１０に供給される。そ
して、タイミング制御部５０は外部から供給される第１データＤａｔａをデータ駆動部２
０に供給する。
【００２６】
　走査駆動部１０はタイミング制御部５０から走査駆動制御信号の供給を受ける。走査駆
動制御信号の供給を受けた走査駆動部１０は走査信号を生成し、生成された走査信号を走
査線Ｓ１～Ｓｎに順次供給する。
【００２７】
　データ駆動部２０は、タイミング制御部５０からデータ駆動制御信号の供給を受ける。
データ駆動制御信号の供給を受けたデータ駆動部２０はデータ信号を生成し、生成された
データ信号を走査信号と同期できるようにデータ線Ｄ１～Ｄｍに供給する。
【００２８】
　画素部３０は、外部から第１電源ＥＬＶＤＤ及び第２電源ＥＬＶＳＳの供給を受けてそ
れぞれの画素４０に供給する。第１電源ＥＬＶＤＤ及び第２電源ＥＬＶＳＳの供給を受け
た画素４０のそれぞれはデータ信号に対応して第１電源ＥＬＶＤＤから発光素子を経由し
て第２電源ＥＬＶＳＳに流れる電流を制御することで、データ信号に対応する光を生成す
る。即ち、それぞれの画素４０はデータ信号に対応して所定輝度の光を生成する。
【００２９】
　但し、本発明の実施形態では、前記タイミング制御部５０から第１データの供給を受け
てこれを第２データＤａｔａ’に変換してデータ駆動部２０に伝達する変換部７０が更に
構成されることを特徴とする。
【００３０】
　このとき、前記変換部７０は、ユーザの選択又は電源部６０の残余容量によって残余容
量が基準値より少ない場合に動作する。変換部７０が動作しない一般的な場合には前述し
たように、第１データＤａｔａがタイミング制御部５０を通じてデータ駆動部２０に直接
入力される。
【００３１】
　ノートブック、ＰＤＡ、ＰＭＰなどのような携帯用端末の表示部として有機電界発光表
示装置を適用するにおいて、前記表示部にディスプレイされる画面は一般にホワイトベー
スであるため、自発光素子で実現される有機電界発光表示装置の場合、消費電力が高くな
るという短所がある。
【００３２】
　タイミング制御部５０から供給されるデータを８ビットデジタルデータであると仮定す
る場合、それぞれのデータはデータ駆動部２０により前記データビット値に対応するアナ
ログ値（電圧）であるデータ信号に切り替わって各画素に印加される。これを通じて各画
素は２５６階調（０～２５５階調）のうち、前記データ信号に対応する階調に発光する。
【００３３】
　このとき、最も高いデジタルビット値を有するデータは結果的に最も明るいホワイト（
２５５階調）を表現するようになり、最も低いデジタルビット値を有するデータは最も暗
いブラック（０階調）を表現するようになる。
【００３４】
　但し、それぞれの画素は赤、緑、青色を発光して１つの単位ピクセルを構成するので、
赤色画素に最も高いデジタルビット値を有するデータに対応するデータ信号が印加される
と、最も明るい赤色（２５５階調）が表現され、最も低いデジタルビット値を有するデー
タに対応するデータ信号が印加されると、最も暗い赤色（０階調）が表現される。
【００３５】
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　従って、単位ピクセルを構成する赤、緑、青の画素にいずれも最も高いデジタルビット
値を有するデータに対応するデータ信号が印加されるとき、前記単位ピクセルを通じてホ
ワイトが表現されるので、ディスプレイされる画面にホワイトが多く表示される場合、消
費電力が高くなる。
【００３６】
　従って、本発明の実施形態は、タイミング制御部５０から提供される第１データＤａｔ
ａに対して電源部６０の容量が十分な場合には変換部７０を経由せずに直接データ駆動部
２０に供給するが、電源部６０の残余容量が基準値より少ないか、又はユーザが任意に選
択する場合には前記変換部７０が動作して前記タイミング制御部５０から提供される第１
データＤａｔａが変換部７０に入力されて第２データＤａｔａ’に変換された後に、デー
タ駆動部２０に入力されることを特徴とする。
【００３７】
　前記第２データＤａｔａ’は、タイミング制御部５０から供給される第１データＤａｔ
ａに対して、前記第１データＤａｔａのデジタルビット値が高く、明るい範囲の色（一例
として、２５５～２３０階調）を表現する場合にはこれを暗い色（０～２５階調）を表現
するように変換され、第１データＤａｔａのデジタルビット値が低く、暗い色（０～２５
階調）を表現する場合にこれを明るい色（２５５階調～２３０階調）を表現するように変
換されたデータである。
【００３８】
　即ち、第１データＤａｔａがホワイト系列を表現する第１範囲（２５５～２３０階調）
又はブラック系列を表現する第２範囲（０～２５階調）に該当するデジタルビット値を有
する場合に、前記変換部７０に入力された第１データＤａｔａはカラーが逆反転されてホ
ワイト系列を表現する第１データはブラック系列を表現する第２データＤａｔａ’に、ブ
ラック系列を表現する第１データはホワイト系列を表現する第２データＤａｔａ’に変換
される。
【００３９】
　即ち、電源部６０の残余容量が基準値より少ないか、又はユーザの選択により変換部７
０が動作されれば、前記変換部７０に入力される第１データＤａｔａが無彩色のカラー範
囲、即ち、ホワイト系列を表現する第１範囲及びブラック系列を表現する第２範囲にそれ
ぞれ存在する場合にカラーが逆反転された第２データＤａｔａ’に変換される。そして、
前記変換された第２データがデータ駆動部２０に供給される。
【００４０】
　一実施形態として電源部６０の残余容量が基準値より少ない場合の動作を説明すれば、
以下の通りである。
【００４１】
　電源容量検出部８０は、電源部７０の容量をリアルタイムでチェックして既に設定され
て格納された基準値と前記電源部６０の容量を比較する。即ち、前記電源容量検出部８０
は、電源容量基準値が格納されたメモリ（図示せず）と、前記電源部６０の残余容量と前
記基準値とを比較する比較器（図示せず）が含まれて構成される。
【００４２】
　前記電源部６０の残余容量が基準値より少ないと判断されれば、前記電源容量検出部８
０は変換部７０にイネーブル信号Ｅｎａｂｌｅを提供し、前記変換部７０は動作を開始す
る。これと同時に、前記イネーブル信号はタイミング制御部５０と変換部７０との間に位
置するスイッチ部９０に提供され、タイミング制御部５０からデータ駆動部２０に供給さ
れる第１データＤａｔａが変換部７０に供給される。
【００４３】
　前記変換部７０は、タイミング制御部５０から供給される第１データＤａｔａを第２デ
ータＤａｔａ’に変換してデータ駆動部２０に提供する役割をする。
【００４４】
　このとき、前記変換部７０に入力される第１データＤａｔａに対して前記第１データが
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ホワイト系列を表現する第１範囲、一例として、２５５～２３０階調に該当するデジタル
ビット値を有する場合にはこれを逆反転してブラック系列を表現する第２範囲、即ち、０
～２５階調に該当するデジタルビット値を有する第２データＤａｔａ’に変換する。
【００４５】
　例えば、入力される第１データＤａｔａが２５５階調に対応する１１１１１１１１のビ
ット値を有するデジタル信号である場合、前記変換部７０はこれを０階調に対応する００
００００００のビット値を有するデジタル信号である第２データＤａｔａ’に変換してデ
ータ駆動部２０に提供する。
【００４６】
　逆に、前記変換部７０に入力される第１データＤａｔａがブラック系列を表現する第２
範囲、一例として、０～２５階調に該当するデジタルビット値を有する場合、前記変換部
７０は第１データＤａｔａを逆反転してホワイト系列を表現する第１範囲、即ち、２５５
～２３０階調に該当するデジタルビット値を有する第２データＤａｔａ’に変換する。
【００４７】
　例えば、入力される第１データＤａｔａが０階調に対応する００００００００のビット
値を有するデジタル信号である場合、前記変換部７０はこれを２５５階調に対応する１１
１１１１１１のビット値を有するデジタル信号である第２データＤａｔａ’に変換してデ
ータ駆動部２０に提供する。
【００４８】
　従って、入力される第１データＤａｔａが前記第１範囲及び第２範囲に該当しない場合
、即ち、２６階調～２２９階調に該当するデジタルビット値を有する場合には変換が行わ
れない状態でデータ駆動部２０に伝達される。
【００４９】
　このとき、前記第１範囲及び第２範囲は無彩色のカラー範囲に該当するので、それぞれ
第１及び第２範囲に対応する階調段階はユーザの選択などにより調節できる。
【００５０】
　このような変換部７０の動作を通じて一般にホワイトベースでディスプレイされる画面
のカラーが逆反転されてブラックベースでディスプレイされ、これは自発光素子である有
機電界発光表示装置に適用される場合に消費電力を低減させるという効果が得られる。
【００５１】
　即ち、画面の多くの部分を占める画面の領域に対して前記領域に対応する画素を通じて
発光する光が低い輝度を発光するように制限することで、一般モード時より遥かに少ない
光が発光するので、結果的に消費電力を低減させることができるようになる。
【００５２】
　しかしながら、前述したように、液晶表示装置のような非発光素子はバックライトの発
光によってのみ画像を表現するようになって、液晶表示装置を通じてディスプレイされる
画像がブラックトーンである場合やホワイトトーンである場合に実質的な消費電力は同一
である。従って、液晶表示装置の場合、消費電力の低減のためにはバックライトをオフさ
せざるを得ないという限界がある。
【００５３】
　従って、本発明の思想は、有機電界発光表示装置に適用される場合にのみその効果が得
られる。
【００５４】
　図２は、図１に示した画素部の一領域に対する断面図であって、画素部を構成する画素
において光を発光する有機電界発光素子とこれに連結されたトランジスタの断面を含む。
【００５５】
　図２を参照すれば、蒸着基板１０１上に外部からの熱などの要因により基板１００が損
傷するのを防止するためにバッファ層１１１が形成される。前記バッファ層１１１は、酸
化シリコン（ＳｉＯ２）又は窒化シリコン（ＳｉＮｘ）などのような絶縁物質で形成され
る。
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【００５６】
　また、前記バッファ層１１１の少なくともいずれか一領域上にはアクティブ層１１２ａ
とオーミックコンタクト層１１２ｂを備える半導体層１１２が形成される。半導体層１１
２及びバッファ層１１１上にはゲート絶縁層１１３が形成され、ゲート絶縁層１１３の一
領域上にはアクティブ層１１２ａの幅に対応する大きさのゲート電極１１４が形成される
。
【００５７】
　前記ゲート電極１１４を含んでゲート絶縁層１１３上には層間絶縁層１１５が形成され
、層間絶縁層１１５の所定の領域上にはソース及びドレイン電極１１６ａ、１１６ｂが形
成される。
【００５８】
　前記ソース及びドレイン電極１１６ａ、１１６ｂは、オーミックコンタクト層１１２ｂ
の露出した一領域とそれぞれ接続されるように形成され、ソース及びドレイン電極１１６
ａ、１１６ｂを含んで層間絶縁層１１５上には平坦化層１１７が形成される。
【００５９】
　前記平坦化層１１７の一領域上には第１電極１１９が形成され、このとき、第１電極１
１９はビアホール１１８によりソース及びドレイン電極１１６ａ、１１６ｂのうちのいず
れか露出した一領域と接続される。
【００６０】
　また、前記第１電極１１９を含んで平坦化層１１７上には第１電極１１９の少なくとも
一領域を露出する開口部が備えられた画素定義膜１２０が形成される。前記画素定義膜１
２０の開口部上には有機層１２１が形成され、有機層１２１を含んで画素定義膜１２０上
には第２電極層１２２が形成される。このとき、第２電極層１２２の上部に保護膜が更に
形成され得る。
【００６１】
　このとき、前記有機層１２１は、前記第１電極１１９及び第２電極層１２２の間に備え
られ、有機発光層を含んでおり、陽極から供給を受けた正孔と陰極から供給を受けた電子
が前記有機発光層内で結合して電子-正孔対である励起子を形成し、再び前記励起子が底
状態に戻って発生するエネルギーにより発光する。
【００６２】
　ここで、生成される励起子はスピン結合形態によって一重項（Ｓｉｎｇｌｅｔ）励起子
又は三重項（Ｔｒｉｐｌｅｔ）励起子を形成するが、一重項励起子が形成され得る確率は
１／４であり、三重項励起子が形成され得る確率は３／４である。
【００６３】
　一般に、有機分子の基底状態は一重項状態であるため、一重項励起子により光を発し、
基底状態に遷移でき、これを蛍光とし、このような有機分子を採用するのが蛍光型有機電
界発光素子である。
【００６４】
　しかしながら、前記三重項励起子が一重項である基底状態で光を発し、遷移されること
は禁止されており、７５％の励起子が浪費されている。これにより、発光層にスピン軌道
結合の大きい燐光性ドーパントを用いることで、三重項状態で基底状態に光を発し、遷移
でき、これを燐光とし、このような有機分子を採用するのが燐光型有機電界発光素子であ
る。
【００６５】
　本発明による有機電界発光表示パネルとしては、前記蛍光型及び燐光型有機電界発光素
子のいずれかが採用され得る。
【００６６】
　封止基板２００は有機発光素子が形成された基板の少なくとも画素領域を封止する部材
であって、シーラント１５０により蒸着基板１０１と貼り合わされる。また、補強材１６
０はシーラント１５０のライン側部に形成されるものであって、シーラント１５０が融化
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されて接着できない場合や、接着力が弱くなった場合には封止材としての役割を兼ねる。
【００６７】
　前記封止基板２００は前面発光又は両面発光である場合は、透明な材質で形成され、背
面発光である場合には不透明な材質で構成される。本発明において、封止基板２００の材
料は制限されないが、本実施形態においては、前面発光の場合の一例として、ガラスが好
ましく利用され得る。
【００６８】
　前記図１及び図２を通じて説明された本発明の実施形態による有機電界発光表示装置は
、自発光素子の有機発光素子を活用して映像を表示するため、既存の液晶表示装置でのよ
うに、バックライトユニットを備える必要がなくなり、非常に薄い厚さ、即ち、カード状
の構造にも実現できる。
【００６９】
　図３は、本発明の実施形態による有機電界発光表示装置の駆動方法、即ち、消費電力の
低減方法を示す順序図である。
【００７０】
　図１及び図３を参照すれば、まず変換部７０の動作を開始するイネーブル信号Ｅｎａｂ
ｌｅが生成される。前記イネーブル信号は、電源容量検出部８０により有機電界発光表示
装置に供給される電源の残余容量が既に設定された基準値以下である場合、前記電源容量
検出部８０で生成されるか、又はユーザの選択により生成される。
【００７１】
　このとき、ユーザの選択によりイネーブル信号が生成されることは、有機電界発光表示
装置が備えられた携帯用端末のキー入力部（図示せず）の操作により生成され得る。
【００７２】
　前記イネーブル信号が生成されて変換部７０の動作が開始すれば、タイミング制御部５
０からデータ駆動部２０に供給される第１データＤａｔａはタイミング制御部５０から変
換部７０に供給される。
【００７３】
　その後、前記変換部７０はタイミング制御部５０から供給される第１データＤａｔａを
第２データＤａｔａ’に変換してデータ駆動部２０に提供する。
【００７４】
　このとき、前記変換部７０に入力される第１データＤａｔａに対して前記第１データが
ホワイト系列を表現する第１範囲、一例として、２５５～２３０階調に該当するデジタル
ビット値を有する場合にはこれを逆反転してブラック系列を表現する第２範囲、即ち、０
～２５階調に該当するデジタルビット値を有する第２データＤａｔａ’に変換する。
【００７５】
　逆に、前記変換部７０に入力される第１データＤａｔａがブラック系列を表現する第２
範囲、一例として、０～２５階調に該当するデジタルビット値を有する場合にはこれを逆
反転してホワイト系列を表現する第１範囲、即ち、２５５～２３０階調に該当するデジタ
ルビット値を有する第２データＤａｔａ’に変換する。
【００７６】
　従って、入力される第１データＤａｔａが前記第１範囲及び第２範囲に該当しない場合
、即ち、２６階調～２２９階調に該当するデジタルビット値を有する場合には変換が行わ
れない状態でデータ駆動部２０に伝達される。
【００７７】
　このとき、前記第１範囲及び第２範囲は無彩色のカラー範囲に該当し、それぞれ第１及
び第２範囲に対応する階調段階はユーザの選択などにより調節できる。
【００７８】
　このような変換部７０の動作を通じて一般にホワイトベースでディスプレイされる画面
のカラーが逆反転されてブラックベースでディスプレイされ、これは自発光素子である有
機電界発光表示装置に適用される場合に消費電力を低減させるという効果が得られる。
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【００７９】
　即ち、画面の多くの部分を占める画面の領域に対して前記領域に対応する画素を通じて
発光する光が低い輝度を発光するように制限することで、一般モード時より遥かに少ない
光が発光するので、結果的に消費電力を低減させることができるようになる。
【００８０】
　以上説明したように、本発明の最も好ましい実施の形態について説明したが、本発明は
、上記記載に限定されるものではなく、特許請求の範囲に記載され、又は明細書に開示さ
れた発明の要旨に基づき、当業者において様々な変形や変更が可能なのはもちろんであり
、斯かる変形や変更が、本発明の範囲に含まれることは言うまでもない。
【符号の説明】
【００８１】
　１０　走査駆動部
　２０　データ駆動部
　５０　タイミング制御部
　６０　電源部
　７０　変換部
　８０　電源容量検出部
　２００　封止基板
　１５０　シーラント
　１６０　補強材
　１０１　蒸着基板
　１１１　バッファ層
　１１２ａ　アクティブ層
　１１２ｂ　オーミックコンタクト層
　１１２　半導体層
　１１３　ゲート絶縁層
　１１２ａ　アクティブ層
　１１４　ゲート電極１１４
　１１５　層間絶縁層
　１１６ａ、１１６ｂ　ドレイン電極
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